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【目的】  

これまでの研 究は，口 唇閉 鎖力 の評価 を最大 努力 時 での絶 対的 な口唇

閉鎖 力 として検 討 されてきた．今 回 ，新 しい口唇 の機 能 評価 方法 として，多

方 位 口 唇 閉 鎖力 測定 装 置 を用 いて，ビジュアルフィードバックによる口 唇 閉

鎖 の調 節 能 力 を見 ることができるシステムを構 築 した．本 研 究 では，このシス

テムが口唇機能の評価法 となり得 るかどうかを知 るための第一歩 として， 8 方

向 に分 けた時 の口 唇 閉 鎖 調 節 能 力 の特 徴 を，健 常 成 人 を対 象 として調 べ

ることを目的 とした．さらに，性 差の観点からもその特徴 を検討することとした．  

 

【対象と方法】  

 被 験 者 は，健康成人男性 20 名 (平均年齢 2 5 . 1±3 . 8 歳 ) ,女性 20 名

(平均年齢 2 3 . 3±4 . 7 歳 )とした．装 置は，多方位口唇力測定装置 と被験

者 自 身 の発 揮 する口唇 閉 鎖 力 の大 きさを視 覚 的 に見 ることができるビジュア

ルフィードバック用 のサブディスプレイを用 いた．最 大 口 唇 閉 鎖 力 の測 定 後 ,

上下 2 方向 と斜 め 4 方向 (左上方向 ,左下方向 ,右上方向 ,右下方向 )の 6

方 向 それぞれの口 唇 閉 鎖 調 節 能 力 を測 定 した .  これはディスプレイ上 に最

大口唇閉鎖力の 5 0 %の値 を目標 として表示 し，自 らの発揮する口唇閉鎖力

を目 標 に一 致 するように調 節 することを指 示 し，行 った .  また目 標 値 から±

8 %（一 定 ）の範囲に入 った時間の割合 を正確率 として口唇閉鎖調節能力 を

表 した .被験者にはサブディスプレイ上 に表示 された目標に 5 秒間維持するこ

とを指示 し ,その測定 を連続で 3 回行い，正確率 を算出 した．   

 

【結果および考察】  

 最 大 口 唇 閉 鎖 力 を男 女 間 で比 較 すると，各 方 向 において男 性 の最 大

口 唇 閉 鎖 力 は女 性 の最 大 口 唇 閉 鎖 力 よりも有 意 に高 い値 を示 した．過 去

の多 方 位 口 唇 閉 鎖力 に関 する研 究 で，最 大 口 唇 閉 鎖 力 の大 きさは小 児 ，

成 人 ，高 齢 者 のいずれの年代 においても上 下 方 向 の口 唇 閉鎖 力 が斜 め方

向 よりも大 きいことが報 告 されている．本 研 究 でも，これら過 去 の報 告 と同 様

の結果 が得 られた．さらに，男 性 の方 が女 性 よりも大 きいことも過 去 の研 究 の

結果 と一致する．  



男女間で正確率 を比較すると男 性 の方 が女性 よりも下 方向 ，左下方向 ，

右下方向の正確率 が高 かった．つまり男 性の方が下唇 3 方向の調節能力

が高 いことが示 された．男 性 における方 向 別 の正 確 率 では，上 方 向 が左 上

方 向 より有 意 に正 確 率 が高 かった．女 性 においても上 方 向 が左 下 方 向 より

有意 に正確率が高 く，下 方向 が左下方向 より有意 に正確率 が高いことが示

された．この方 向 別 の正 確 率 の相 違 は口 すぼめ時 にどの方 向 を意 識 するか

に原 因 があると考 えられた．すなわち日常 の口 唇 閉 鎖 機 能 を考 えると，捕 食 ，

咀 嚼 ，嚥 下および呼 吸時 に上下 口唇 を合 わせるという口 唇 閉鎖 （リップシー

ル）が重 要 である．このような運 動 は上 下 的 な口 唇 の運 動 である．口 唇 を閉

鎖する行 動 には上下方向 を意識 した方 が行 いやすいという脳 機構 が存在す

る可能性が考えられた．   

以上の結果 から，口 唇 閉鎖 力は正 中部 で上下方 向の強 さを調 節する方

が容易で，性差があることが示 された．  

本研究では，最 大口唇閉鎖力は個人間 でのばらつきが大 きく，口 唇 機能

が正 常 に営 まれていることの直 接 的 な評 価 となり難 いと考 え，ビジュアルフィ

ードバックによる口 唇 閉 鎖 力 の調 節 能 力 を機 能 評 価 のひとつに出 来 ないか

との発 想 により進 めた．しかし，本 研 究 の結 果 から，健 常 成 人 においても正

確率 のばらつきは大 きく，正 確 率 が直接 的 な機能評価 に使 えるかどうかにつ

いては，さらなる研究 が必要 と思 われる．  
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緒言 

 

歯 の 配 列 を 決 定 す る 最 も 重 要 な 因 子 の 一 つ と し て ,口 唇 と 舌 か ら

歯列に加わる力 が均衡していることが挙げられる 1 - 3 ).す な わ ち，顎

顔面領域の成長発育と口唇閉鎖力の関連 は Buc c i na t o r  M e c han i s m

として歯科矯正学領域で以前より受け入れられ 4 , 5 )，日常臨床にお

いても筋機能療法の治療に広く応用されている ．   

こ れ ま で の 口 唇 閉 鎖 力 に 関 す る 研 究 は 上 下 口 唇 全 体 の 口 唇 閉 鎖

総 合 力 を 測 定 し た 研 究 が 多 い 6 - 9 ).ま た 上 下 口 唇 閉 鎖 力 を 別 々 に 測

定した研究はみられる 3 , 7 , 1 0 , 1 1 )が，上下口唇閉鎖力を同時に測定し ，

上 下 口 唇 の バ ラ ン ス を 検 討 し た 研 究 は ま だ ほ と ん ど 行 わ れ て い な

かった．そこで，口輪筋の構造に着目し，口唇の口すぼめ運動時に

上下口唇を 8 方向から方向別に同時に測定可能な多方位口唇閉鎖力

測 定 装 置 が 開 発 さ れ た 1 2 )． こ の 装 置 を 用 い て ， 正 常 咬 合 者 の 小 児

1 3 , 1 4 )や高齢者 1 5 )，および成人 1 6 )に対しての測定 が行われている．

さらに近年，M ur a k am i ら 1 7 )は上下口唇閉鎖力の垂直方向の対称性

と側面顔面形態における上下顎骨の 前後的位置，上下顎前歯歯軸傾

斜角の関連について 1 2 )，M i z uno ら 1 8 )は上下口唇閉鎖力の水平方向

対称性と正面顔面形態との関連について，口唇閉鎖力のバランスと

顎顔面形態の関係を明らかにしている ．このように，口唇閉鎖機能

が顎顔面形態に関連している ことが示されている．  

これらの研究は，口唇閉鎖力の評価を最大努力時での絶対的な口

唇閉鎖力として検討している．しかし，本来の口唇の機能を考える

と，随意的な調節能力が日常生活における口唇の機能的な評価につ

ながると考えられる．随意的な調節能力については，ビジュアルフ

ィ ー ド バ ッ ク を 用 い て 力 の 調 節 能 力 を 調 べ よ う と し た 研 究 が こ れ

まで行われてきた．K e e nan ら 1 9 )は若年者と高齢者における指先の

力の制御について，ビジュアルフィードバック を用いて検討してい

る．また G e nt i l ら 2 0 )は口唇，舌，手指の 発揮する力の調節能力を

ビ ジ ュ ア ル フ ィ ー ド バ ッ ク を 用 い て 男 女 で 比 較 し て い る ． 彼 ら 2 0 )
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は，口唇と歯にサポートを置いた装置と，オシロスコープを用いて，

口唇の力を視覚的に捉えられるようにし ている．また，同じ装置を

被験者の卓上に設置し，指の調節能力を測定できるようにした 2 0 )．

これらの結果から，口唇閉鎖力を一定の力で維持する能力が高いの

は男性であることが示されている 2 0 )．  

そこで，新しい口唇の機能評価方法として ，多方位口唇閉鎖力測

定装置を用いて ，ビジュアルフィードバックによる口唇閉鎖の調節

能力を評価できるシステムを構築した．本研究では，このシステム

が 口 唇 機 能 の 評 価 法 と な り 得 る か ど う か を 知 る た め の 第 一 歩 と し

て， 8 方向に分けた時の 口唇閉鎖調節能力の特徴を，健常成人を対

象として調べることを目的とした ．さらに，性差の観点から もその

特徴を検討することとした．  

 

 実験材料及び方法   

 

1.被 験 者  

被 験者は，健康成人男性 20 名 (平 均 年齢 2 5 . 1±3 . 8 歳 ),女 性 20 名

(平 均 年齢 2 3 . 3±4 . 7 歳 )と し，第三大臼歯以外に歯牙の欠損がない

者とした．本研究では，除外基準を，  

1）o v e r j e t が 0 m m 以下 , o ve r b i t e が 0 m m 以下もしくは 5 m m 以上 ,  

2）過去に矯正治療経験のある者  

3）先天異常を認めた者  

4 )  視覚障害を認めた者  

5 )  脳神経疾患を認めた者  

とした .  

なお，研究を開始するにあたり，事前に本学倫理委員会の承認を得

て (許 可番号 : 第 0 1 6 7 号 )， す べての被験者に本研究の主旨および

内容を口頭と文書にて十分に説明し，同意を得た上で行った．  

 

2.測 定 方法  
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(1)多 方 位 口唇閉鎖力測定装置  

松 本 歯 科 大 学 で 開 発 さ れ た 多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置  (特 許 番

号：特許 4 55 463 0) (㈱ プ ロシード，長野 )と ，ビ ジュア ル フィード バ

ック用のサブディスプレイを 用いた (図 1 ).  多方位口唇 閉鎖力測定

装置のプローブ部は，直径 2 c m で円柱状の燐青銅製ひずみゲージ が

用いられた．口唇閉鎖力の測定は，プローブ部に ディスポーザブル

のシリコン製カバーを被せて行った．  

(2)口 唇 閉 鎖調節能力測定  

口 唇閉鎖調節能力測定のために，被験者自身の発揮する口唇閉鎖力

の大きさを視覚的に見ることができるようなシステムを構築した ．

目標値は，最大努力での口唇閉鎖力の 50％ の力とし ，方向による口

唇閉鎖調節能力の相違を検討した ．以下にその詳細を示す．  

1）最大努力時の口唇閉鎖力測定  

各被 験者 は多 方位 口唇 閉鎖 力測 定装 置の 前に 背筋 を伸 ばし て 座 り ,

頭部はカンペル平面と多方位口唇閉鎖力測定装置の測定プローブが

平行（水平方向）になるよう に位置づけ，バンドで固定した．各試

行では被験者は上唇と下唇でプローブをはさみ，最大努力で 5 秒間

すぼめることによる最大口唇閉鎖力の測定を 3 回繰り返した．被験

者らには，口すぼめ運動中 に，上下の歯は接触しないよう指導した．

口唇，頭部がぶれるなど，明らかな誤動作が認められた場合，その

記録を中断し各被験者の状態を改善した後，記録を再開した．各被

験者の最 大口唇 閉 鎖力 の 3 回の 試行 の平均値 を ,各被験 者の最大 口

唇閉鎖力とした．  

2）サブディスプレイを用いた口唇閉鎖調節能力の測定  

最大口唇閉鎖力の測定後 ,上下 2 方向と斜め 4 方向 (左上方向 ,左下

方向 ,右上方向 ,右下方向 )の 6 方向それぞれの口唇閉鎖調節能力を測

定 し た .今 回 の 実 験 で は ,口 唇 閉 鎖 力 が 発 揮 さ れ に く い こ と が 分 か っ

ている 1 6 )左右 2 方向は実験対象外とした .  

被験 者の 前方 に ,口 唇閉 鎖力 をバ ーの 長さ とし てリ アル タイ ムで 表

示できるディスプレイを設置した .ディスプレイは 1 5×2 1 c m で被験
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者の顔から約 5 0 c m 前方に設置した .ディスプレイを図 2 に示した .

ディスプレイには口唇閉鎖力測定中に 黒い画面上に緑色の線で放射

状 に 口 唇 閉 鎖 力 の 座 標 が 表 示 さ れ る .最 大 口 唇 閉 鎖 力 の 5 0 %の 値 を

目標と設定し，ディスプレイ上では黄色の点で 表示されるようにし

た .例 え ば 上 方 向 の 口 唇 閉 鎖 力 を 測 定 す る と き は 放 射 状 の 座 標 の 上

方 向 に 5 0 %の 黄 色 の 点 が 表 示 さ れ る .ま た 目 標 の 点 は 各 方 向 の 座 標

の 中 心 に 表 示 さ れ る よ う に 統 一 し た .口 唇 閉 鎖 力 発 揮 時 に は 原 点 か

ら 赤 色 の バ ー が 口 唇 閉 鎖 力 を 発 揮 し た 量 だ け ,測 定 す る 方 向 に 向 か

っ て リ ア ル タ イ ム で 伸 び る .  本 研 究 で は ,こ の デ ィ ス プ レ イ に 目 標

を 表 示 し ,自 ら の 発 揮 す る 口 唇 閉 鎖 力 を 目 標 に 一 致 す る よ う に 調 節

する こと を指 示し た .  す なわ ち目 標 に赤 色の バー の先 端が 維持 され

るように 力を発 揮 すること を指示 し た .また被験 者に は 5 秒 間目標

に維持することを指示し ,その測定を連続で 3 回行った .  

測定した波形は ,専用のソフト (㈱ プロシード，長野 )を 用 いて ,サン

プリング周波数 1 0 0H z で AD 変換を行い，パーソナルコンピュータ

ーに保存した．  

 

3．波形解析および統計解析  

1）正確とする範囲の検討  

 無 作 為に選出した 1 0 人の成人男性被験者において，口唇閉鎖力

が発揮されてからの 3 秒間で，ターゲットとした値の±3 %，5 %，8 %，

1 0 %，1 5 %内に維持できた時間を分析し ，3 秒間に対する割合を正確

率とした．  

2）波形解析  

図 3 のグラフは多方位口唇閉鎖力測定装置により得られた 1 方向の

データを示している．被験者が口唇閉鎖を開始すると波形が急峻な

立 ち 上 が り の の ち 目 標 値 付 近 で 平 坦 に な る 傾 向 が あ る .こ の 平 坦 に

なった時点から 3 秒間を分析の対象とした .①は今回の実験で分析

対象とする 3 秒間を表している .②のラインは目標となる最大口唇

閉鎖力 の 5 0 %の 値 を示し てい る .③ の 区間で 示す 最大 口 唇閉鎖 力の
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5 0 %の目標値から ±8 %（一定）の範囲に入った時間の割合を正確率

として口唇閉鎖調節能力を表した .  

3）統計解析  

最 大 口 唇 閉 鎖 総 合 力 お よ び 多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 の 統 計 解 析 は ,市 販

の 統 計 ソ フ ト S PS S ( Ve r.1 4.0,  エ ス ･ピ ー ･エ ス ･エ ス ㈱ )を 用 い て

行った．多方位口唇閉鎖力および調節能力 の方向別の相違は，繰り

返 し の あ る 一 元 配 置 分 散 分 析 ， そ の 後 の 検 定 と し て  Bo n f e r r o n i  

t e s t を用いた．男女間では unp a i r e d  ｔ検定により比較検討を行っ

た .  

 

結果  

 

口唇閉鎖時の 8 方向の口唇閉鎖力を示す波形は図 4 のように表さ

れる．A の波形は最大努力で口唇閉鎖を 3 回行った時の波形を表し

ている．B の波形は最大努力の 5 0 %の力で，上方向に目標 を設定 して，

維持するように指 示 した時の結果 を表 している．A と B の波形を比較した

ときに，B は最大努力の 5 0%の力で口唇閉鎖を行っているので各方

向の波形が小さくなっていることが 示されている．  

 

1 .正確とする範囲の検討  

 図 5 は予備実験として正確率の範囲を決定するときの ，1 0 人の被

験者の口唇閉鎖調節能力を算出した 時の結果である .  ターゲットと

した値から±3 %， 5 %を正確範囲として算出すると 6 方向で正確率

が低く， 1 0 %や 1 5 %にすると正確率が高くなり ，正確率の差を解析

することが困難となる可能性があった ．これらのことから，今回の

実験では 8 %を選び，すべてのデータの解析を行った．  

2 .男女，方向別の最大口唇閉鎖力の比較  

 最 大 口唇閉鎖力を男女 間で比較すると， 6 方向全てにおいて男性

の最大口唇閉鎖力は女性の最大口唇閉鎖力よりも有意に高い値を

示した (図 6 )．また男性，女性ともに，各方向に有意な差があるこ
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とが示された ．すなわち，上および下方向の最大口唇閉鎖力は ，上

唇および下唇の 斜め 4 方向の最大口唇閉鎖力よりも有意に高い値を

示した .  

3 . 6 方向別正確率の男女の比較  

 男 女 別，方向別の正確率を図 7 に表す．男女間で比較すると男性

の方が女性よりも下方向 ,左下方向，右下方向の正確率が高かった．

すなわ ち男 性の 方 が下唇 3 方向の 調 節能力 が 高 い こ と が 示 さ れ た ． 

4 .男女別の 6 方向の正確率の比較  

男性における方向別の正確率 では一元配置分散分析により，各方

向に有意な差があることが示された (図 7 )． B o n f e r r o n i  t e s t により，

上方向が左上方向より有意に正確率が高 かった．女性においても各

方向に有意な差があることが示され ，上方向が左下方向より有意に

正確率が高く ，下方向が左下方向より有意に正確率が高いことが 示

された (図 7 )．  

5 .男女別の最大口唇閉鎖力と正確率の相関  

 男 性 で は 左 下 方 向 に お い て 最 大 口 唇 閉 鎖 力 と 正 確 率 の 中 程 度 の

相関が認められた (図 8 )．しかし，他の 5 方向では相関は認められ

なかった．また，女性では 6 方向，すべての方向で最大口唇閉鎖力

と相関は認められなかった (図 9 )．  

 

考察  

 

1.口 唇 閉 鎖調節能力の測定  

 本 研 究では ，口唇閉鎖調節能力を測定するためのシステムを構築

した．口唇閉鎖力を測定する装置として ，多方位口唇閉鎖力測定装

置を用いた．本装置は， 8 本 の 燐青銅製のひずみゲージを用いて上

唇の正中部，左上部，右上部，下唇の正中部，左上部，右上部，お

よび口唇の左側部と右側部の測定が 同時に可能である ．従来明らか

にされていなかった口唇閉鎖調節能力を８方向に分けて測定でき

る．ただし ,左 右の２方向の測定は不確実性が示されているので ，
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本研究では 6 方 向 の口唇閉鎖の調節能力の比較を行った .本 測定装

置の測定精度については ，  Nakatsuk a ら 1 2 )が成人正常咬合者を用

いて，今回と同じ測定条件で口唇閉鎖力の測定精度と口唇閉鎖力と

筋電図を用いた口輪筋活動量との関連を計測し，各方向別口唇閉鎖

力，総合力ともに優れた測定精度を有し ている．さらに，口すぼめ

運動時に活動する主要な筋とされる口輪筋活動量と口唇閉鎖力の

間には高い相関を示したことを報告している ことから，本研究での

口唇閉鎖の調節能力も口輪筋活動が主体となっていると考えられ

る．  

 口 唇 閉 鎖 の 調 節 能 力 を ビ ジ ュ ア ル フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 調 節 と

して評価した ．口腔の動きは本来 ，視覚的な調節ができないが ，下

顎のポジション 2 1 , 2 2 )や口唇および 舌の発揮する力 2 0 )を調節する能

力の研究にビジュアルフィードバックが用いられている ．サルを用

いた研究で，ビジュアルフィードバックにより咬合力 2 3 )や舌突出運

動 2 4 , 2 5 ) を 調 節する研究も用いられている ．このような動物実験か

ら，大脳皮質運動野や感覚野がこのような調節運動に関与している

ことが明らかとなっている ．本実験でのビジュアルフィードバック

による調節も中枢神経の関与が大きいと考えられる ．  

 本 研 究 で は ビ ジ ュ ア ル フ ィ ー ド バ ッ ク の 目 標 値 を 最 大 口 唇 閉 鎖

力の 50%と し た．これまでの口唇閉鎖の研究では，目標値をどの被

験者にも同じ大きさを用いている研究があるが，目標値の大きさに

よって，調節能力がことなることが示されている 2 0 )．本研究では多

方位口唇閉鎖力として 8 方 向 を測定したため，方向間で最大口唇閉

鎖力の大きさが異なり，また個人差も大きいことを考慮し ，最大口

唇閉鎖力の 50%を 目標値 とした．  

 ま た 目 標 値 に 到 達 し た と き の 正 確 と す る 範 囲 は 予 備 実 験 か ら ±

3 %， 5 %を正確範囲として算出すると 6 方向で正確率が低く， 1 0 %

や 1 5 %にすると正確率が高くなり ，正確率の差を解析することが困

難となる可能性があった ので８％とした．本実験では，目標値を示

す点の大きさを目標値±８％とした ．過去の研究で ，構音器官とし
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て の 口 唇 や 舌 の 力 の 調 節 に お い て 一 定 の 力 を 維 持 す る 際 に １ Ｎ を

発揮する際の標準偏差は男性で 0.0７ Ｎ ，女性で 0.09Ｎ であ ると報

告されている 2 0 )．つまり，標準偏差の値が目標値の７～ 9％ という

ことになり，本実験での正確とする範囲の８％は妥当な大きさであ

ったと考えられる ．  

2 .最大口唇閉鎖力について  

 過 去 の多方位口唇閉鎖力に関する研究で，最大口唇閉鎖力の大き

さは小児，成人，高齢者のいずれの年代においても上下方向の口 唇

閉鎖力が斜め方向よりも大きいことが報告されている 1 2 - 1 5 )．本研究

でも，これら過去の報告と同様の結果が得られた ．さらに，男性の

方が女性よりも大きいことも過去の研究の結果と一致する ．  

3 .口唇閉鎖調節能力について  

1 )方向による相違について  

本研究結果から，口唇閉鎖の調節能力は男性においても女性にお

いても，上下方向が斜め方向に比べて優れていることが示唆された ．

過去の研究でこのような 方向別の検討をした研究はなく，本研究結

果 は 口 す ぼ め 運 動 の 調 節 機 能 に 新 し い 知 見 を も た ら す も の で あ る ．

これは，最大口唇閉鎖力が斜め方向の力に比べて上下方向の力が大

きいことに起因する可能性が考えられる ．しかし，１つの方向にお

ける，最大口唇閉鎖力と正確率の相関を調べると必ずしも有意な相

関が得られなかったことから，最大口唇閉鎖力 が大きいと調節能力

が高いということにはならない ．ビジュアルフィードバックを用い

た口唇閉鎖の調節は随意的な運動であり ，被験者の意識が影響する

と考えると，方向別の相違は口すぼめ時にどの方向を意識するかに

原 因 が あ る と 考 え ら れ る ． 日 常 の 口 唇 閉 鎖 機 能 を 考 え る と ， 捕 食 ，

咀嚼，嚥下および呼吸時に上下口唇を合わせ るという口唇閉鎖（リ

ップシール）が重要である．このような運動は上下的な口唇の運動

である．口唇を閉鎖する行動には上下方向を意識した方が行いやす

いという脳機構が存在する可能性が 推察される．  

2 )男女間での相違について  
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性別による調節能力の比較から，男性の方が女性よりも下方向で

の調節能力が優れているという結果が得られた ．この結果は男性の

方 が 女 性 よ り も 最 大 口 唇 閉 鎖 力 が 大 き い こ と に よ る 可 能 性 が 考 え

られるが，上述のように ，本研究での最大口唇閉鎖力と正確率の相

関の結果から ，必ずしも最大口唇閉鎖力が大きいと調節能力が高い

ということは示さなかった ．さらに，上，右上および左上方向も男

性の最大口唇閉鎖力の方が大きいにもかかわらず ，正確率に有意差

が認められなかったことは ，最大口唇閉鎖力が調節能力に大きく影

響しないことを支持する結果である ．上下唇に分けて口唇閉鎖力の

調節能力を男女間で調べた研究でも ，男性の方が運動の速度が速く，

正確性も高いこと が報告されている 2 0 )．さらに，この男女の相違は ，

下唇に認めら れ 2 0 )，本研究の結 果と 類似している ． M u r ak am i  ら

は，成人男女の多方位口唇閉鎖力を測定して ，男女間で比較した結

果，力の大きさのみならず，口唇閉鎖力の方向バランスも異なるこ

とを明らかにしている 2 6 )．彼らは，男女間で口唇閉鎖力の方向バラ

ンスが異なることは，男女間における口唇閉鎖の中枢性の出力の相

違 や 表 情 筋 の 形 態 的 な 多 様 性 が 男 女 間 で 異 な る 可 能 性 を 考 察 し て

いる．同様に，G e n t i l らは，男女の口唇閉鎖力の 調節能力を比較し

たときに，反応時間は女性の方が男性よりも早かったが、一定の力

で維持する能力は男性の方が高いと結論付けており，これらの違い

は 男 女 の 形 態 学 的 な 違 い が 原 因 で あ る 可 能 性 が あ る と 報 告 し て い

る 2 0 )．さらに， H o us t i s  and  K i l i a r i d i s らは，自らが笑顔を作ると

きに，その表情筋の動きに性差がみられ ，笑顔を作る頻度や笑顔に

対 す る 社 会 的 な 必 要 性 が 男 女 間 で 相 違 が あ る こ と を 示 唆 し て い る

2 7 )．今回の口唇閉鎖の調節能力における男女差も社会における表情

づくりの男女差と関係がある可能性がある ．  

本 研 究 で は ， 最 大 口 唇 閉 鎖 力 は 個 人 間 で の ば ら つ き が 大 き く ， 口

唇 機 能 が 正 常 に 営 ま れ て い る こ と の 直 接 的 な 評 価 と な り 難 い と 考

え，ビジュアルフィードバックによる口唇閉鎖力の調節能力を機能

評価のひとつに出来ないかとの発想により進めた ．しかし，本研究
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の結果から，健常成人においても正確率のばらつきは大きく ，正確

率が直接的な機能評価に使えるかどうかについては ，さらなる研究

が必要と思われる ．一方で，佐々木らは，ビジュアルフィードバッ

クが運動に与える影響について，バスケットボールの レイアップシ

ュートの練習に ，ビジュアルフィードバックは効果があることを示

している 2 8 )．口腔領域の運動に関しても，運動の調節能力の向上に

役立つと考えられる．今後は日常生活で使用頻度の高い口唇閉鎖 の

調節能力を検討することによって，歯科臨床の現場などで，口唇機

能向上あるいは 口唇機能向上の評価に，本研究で構築したシステム

が有用となる可能性がある．  

 

結論  

 

1 .  口唇閉鎖の随意的な調節能力は , 垂 直 方向（上 ,下 ）の方が斜め

方向（右上，右下，左上，左下）よりも高いことが 明らかとな

った．  

2 .  男女別に比較した 6 方向の正確率は ,男性では上方向の 正確率が

左上方向よりも有意に高い値を示した .また女性では ,上方向の

正確率が左下方向 ,右下方向よりも有意に高 い値を示し ,下方向

の正確率が左下方向よりも有意に高い値を示した .  

3 .  男女で比較した方向別の正確率は ,下方向 ,左下方向 ,右下方向に

おいて男性の正確率の方が有意に高く ,下 3 方向には特に性差 が

あることが示唆された .  

以 上 の 結 果 か ら ,口 唇 閉 鎖 力 は 正 中 部 で 上 下 方 向 の 強 さ を 調 節 す る

方が容易で，性差があることが示された .  
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多方位口唇閉鎖力測定装置
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図2

ターゲット表示（黄色） 口すぼめ時（赤いバー）

被験者前方に設置したディスプレイ
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A B最大口唇閉鎖時 随意的調節時(最大口唇閉鎖時の50%)
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